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1 はじめに   

本学の一・般教育において，「実験」科目が開設されたのは昭和46年度からで  

ある。当時，一・般教育の運営に関して全学的な再検討がなされる中で，「－・般  

教育部」設置の検討と並．行して，それへの過渡的措置として組織された「一・般  

教育担当教官会議」（S．44“12．6発足）において，従来の－一般教育を改善する  

ための具体的な方策が検討され，「香川大学一一般教育計画要項試案」（S．ニ46  

1．8）が作成された。－・般教育担当教官会議は，農学部の希望をも考慮して  

「実験」科目の開設を検討し，この「要項試案」の中で「－・般教育科目の目標  

具体化と画一・性打破」の一つとして，昭和46年度からの開設を計画した。   

そこで検討された「実験科目」開設の方針は，「香川大学一腰教育修学療内  

において次のように表わされている。   

自然科学に．とって実験は不可欠のものであるが，－・般教育科目として，次のような方  

針のもとに．実験科目を開設している。  

1実験科目は，理科系専攻の学生の標準カリキュ．ラムに・くみこまれ履修を指定される   

ことは当然のことといえるが，特定の学部・学科の専門教育に直接に．役立つような科   

目，いわゆる基蒔教育科目としては扱わない。一応農学部学生の履修を指定している   

が，原則として科目選択は自由である。  

2 実験科目ほ，学生がみずから計画し，探求し，認識し，判断することの実証的な訓   

練を重視するものである。単なる技術の実習にとどまってはならない。  

3 英駄科目ほ．，現代の科学技術の進歩のなかで，その意義・内容・方法が今後さらに   

検討され改められていくべきものである。   

「物理学実験」もこうした方針のもとに．開設され 一・般教育科目として†・般  

教育の理念，目標に基づいて運営されねばならないと考えられた。そこでは主  

として，力学的，熱的，光学的，電気的諸星を測定することを課題に．して，学  

生が主体的に計画し，探求することを通じて，物理法則の理解と科学的，実証  

的方法の訓練がめざされていた。こうした当初の目標に向けて，実際の「実験」   
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授業が有効適切に行われてきたかどうかについては，十分な反省，検討が行わ  

れてきたとは言えない。開設以来，すでに6年が経過しているが，この間2，  

3の課題の追加や手直し程度の改善が行われてきたに過ぎず，授業内容や方法  

の全面的な検討にまでは至っていない。しかし，ここ2，3年の授業の実態  

は，まさにこれらについての全面的な検討を必要としているように思われる。   

近年，学生の意識や考え方が大きく変化し，知的欲求の欠如，論理的思考力  

や判断力の欠如がしばしば指摘されてきている。「物理学実験」授業において  

前提とされていた学生の主体的活動は，それ程大きく期待することができなく  

なゎている。学生は，「実験」授業に対して一つの固定した幼稚なイメージを  

つくりあげてしまっているように思える。すなわち，必要な機器や装置は全て  

準備され調整されており，かつ器具，装置の使用法を含めて実験方法が詳細に  

予め与えられていること，そこで学生に求められていることは．与えられた手順  

に従7つて結果を出すことであるという考えである。実験目的に照らしてみずか  

ら問いを発して，考えてみようとする学生は極めて稀になっている。一・般的に  

指摘されている学生の受動的学習態度は，学生の主体的活動が前提とされてい  

ることに．よって，「実験」授業においてより顕著に．現われていると言える。指  

導中に，如何にすればよいかを尋ねられることはあっても，何故こうしなけれ  

ばならないのかを尋ねられることはなくなった。   

こうした学生の状況に対応して，「実験」授業の目標を実現しうる授業内容  

や方法の検討が必要となっている。昭和51年度に．おいて，受講学生の実態を調  

べるために「物理学実験」授業に関する学生の意識調査を履修前と履修後につ  

いて行なった。調査対象は「実験」授業1クラス，農学部農業工学科1年生45  

名である。なお，比較のために，教育学部の実験が含まれている授業，「物理  

学実験」（小学校教員免許に必要な教科に閲す－る専門科目に当り，受講学生は  

教育学部理科専攻以外の学生39名）についても実施した。   

この報告では，これらの調査結果をもとに，これまでの「物理学実験」授業  

についての問題点のいくつかを検討し，その改善の方向を検討することとす  

る。   
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2 履修前の学生の状況   

受講学生が小学校，中学校，高校において理科，特に物理に対してどのよう  

な意識を持っていたかを調べるために，各学校段階毎に大好きから大嫌いまで  

の5段階を選択させ，またそこでの好き嫌いの理由を選択させた。その結果  

は，第1図，第2図に示されている。舞1図において，斜線は－・般教育「物理  

学実験」授業（回答者ほ44名，うち女性2名），白い部分は徽青学部専門科目  

の「実験」授業（回答者は39名，うち女催38名）についての結果である。数字  

は人数を示している。   

小学校，中学校では好き，大好きが約7割という圧倒的多数であったが，高  
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い  0  2   
0   

4   

高  校   

（〇 大好  

⑤ 大嫌  

第1図   
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第 2 図   

校では3割に減少し，また嫌いが小学校，中学校では極めて少数であったが，  

高校では約3割に．まで増えている。この傾向は教育学部学生についても共通し  

ている。しかし，その比率はかなり遮っている。これは，農業工学科の学生と  

教育学部理科専攻以外の学生という専攻の遣いによ、つているものと考え．られ  

また農業工学科では男性がはとんどであり，教育学部では女性がほとんどであ  

ったという事情にもよっているであろう。同時に実施した一・般教育「物理学」  

の痩業（農業工学科以外の学生）でゐ調査においても，好き，大好きが小学  

校，中学校では6割に達していたが，高校では3割程度にまで減少し，嫌い，  

大嫌いが小学校，中学校では1割から2割足らずであったが，高校では4割余  

りに．まで増大していることが明らかになっている0   

好き，嫌いの理由は虜2図に示されている。好きの理由としては，実験する   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



一山般教肩「物理学実験」授業の問潜点  

ことが楽しいこと，よく知らなかったいろんな現象を知ることがどの段階でも  

多い。他に中学校では実験で予想を確めたり，法則を見つけたりすること，計  

算問題を解くことなどをあげ，高校では法則を用いていろんな現象を理論的に  

説明することをあげている。嫌いの理由としては，理論が難しすぎて分からな  

いためが多く，他に高校でほ数式，計算問題が多すぎることをあげている老が  

かなりいる。これらの理由は，教育学部学生（第2図でほ示されていない），  

農業工学科以外の農学部学生の場合にも共通して商い割合であげられている。  

学生にとって－ほ，小学校，中学校での理科と高校での物理の間に・はかなりの飛  

躍があると考えられる。また，高校で物理を学習しなかった蔑も，農業工学科  

以外の農学部学生で92名中6名，教育学部理科専攻以外の学生で39名中5名い  

た。   

次に，「物理学実験」授業を履修した理由と授業に対する期待を自由鱒撃か  
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第 3 図  
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せたところ第3図，第4図のような結果にまとめられた。   

農学部学生についてはイ実験」授業を履修することが望ましいとして指定さ  

れているために，履修の理由は指定されていたためというのが最も多い。これ  

と内容的に・は重複していると思われるが，専門の基礎として位置づけて履修し  

ようとしている者もかなりいる。従って，授業への期待も日常生活や専門に応  

用できる技術を修得したいとする暑が多く，科学的態度や方法を身に．つけたい  

とか物理を理解したいとか表現した者は少ない。「実験」という場で，実際に  

自分で経験してみたいとする者もかなりいることは注目される。このことは，  

小・中学校と高校との間の好き，嫌いの差，或いほそこでの授業方法の違いと  

も関係しているように思われる。また，かなりの人数が授業方法や内容につい  

て要望しているが，その多くは興味あるテ←・マを選んで欲しい，或いは分かり  

やすく丁寧に教えて欲しいという希望を書いている。教育学部学生に．ついて  

は，教員免許に必要な科目であるということから，39名中25名（74％）が小学  

校教員に．なるために必要だからという理由をあ状 また他の科目に此して興味  

カミぁるとした暑が7名（18％）いた。授業への期待については，専門，或いは職  

業のための基礎知識や技術を身につけたいとする老が39名中16名（41％）で，授  

業方法や内容についての要望が18名（46％）であった。その要望のほとんど（16  

名）が分かりやすく教えて欲しいとしている。   

学生に．とって「実験」授業を履修することの意味は，「役に立つ」知識や技  

術を身につけることであって，探求する態度や方法，或いは．思考の訓練ではな  

い。従って，知識や技術を身につけるには，分かりやすく丁寧な指導が－・番大  

切であろう。こうした学生の現状は，大学教育において一般教育の目標を一層  

明確に・し，授業の中で具体化することが必要となっていることを示している。   

3 履修後の学生の意識   

「物理学実験」授業は，過1回半期（15遇）1単位の授業である。最初に測  

定値の取扱いと実験器具についての簡単な説明を3過程かけて行なった後，16  

のテ・－マに分かれて2人1組で実験を行ない，毎週テー・マの交代を行なってい  

る。テー・マと実験方法は，古典的で従来から行われていた－・般的な方法が多   
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い。r‾科目」開設の方針に．もとづいて，個別のテ1－マについての説明は予め与  

えることをせず，学生の質問に応える形で指導して－いる。ただし，教育学部専  

門科目については，各テ・－マの実験原理の理解と基礎知識を与える目的で5過  

程の講義を行なっている。   

この授業を履修した後，再び同じクラスに対して調査を実施した。   

最初に，授業の感想を4つの選択枝の中から選ばせたところ，第5囲のよう  

な結果がえ．られた。回答者は41名，うち女性が2名で，教育学部専門科目につ  

いては34名，うち女性が33名であった。  

第 5 図  

次に，テーマ別に面白かったか，面白くなかったかを尋ねてみると第6図の  

ような結果がえられた。   

面白かったとする者と面白くなかったとする老との人数差が大きいテ・－・マを  

あげてみると，面白かったテ・－マとしては，ぜんまいばかりによる表面張力の  

測定，顕微鏡に．よる屈折率の測定，等電位線の測定，オッシロスコ・－一プによる  

周波数の測定，トランジスタ・－の特性の測定などがあげられ，また面白くなか  

ったテ・－・マとしては．，レンズの焦点距離の測定があげられている。教育学部学  

生では，電流に．よる熱の仕事当畳の測定を面白くなか、つたとするものが非常に  

多い。   

面白かった実験は．どんな点が面白かったか，また面白ぐなかった実験はどん  

な点が面白くなかったかを，選択枝で選ばせてみたところ，第7図，第8図の  

結果がえられた。この結果から学生にとって面白い実験とは，まず第一・に目  

的，方法がよく分かること，また正しい測定値が得られること，そしてテ・－マ  

が新しいことが必要である。精度を高めるために複雑な操作をする実験，或い   
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第 6 図   

は高度な原理を用いる間接測定などの実験よりは，簡単な原理，方法によって  

容易に正しい測定値が得られるような実験の方が，学生にとっては面白く感じ  

られるであろう。顕微鏡による屈折率の測定，等電位線の測定などを面白かっ  

たとする者が多いのは，そのためであろう。またオッシロスコ・－rプによる周波  

数の測定，トランジスタ・－の特性の測定の実験は，実験方法を詳細に与えてあ  

ったために方法がよく分かったこととテ、－マが新しかったために面白く感じた  

ものと思われる。これに反して，レンズの焦点距離の測定が面白ぐなかったの   
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第 7 図   
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第 8 図  

10 20 30 40 50 60 70 80％  

第 9 図  

は，原理は簡単であるが，その方法，特に「視差」についての理解が十分でき  

なかったためと器具が幼稚で魅力がなかったためと考えられる。   

さらに．，受講してみて不満だった点を選択枝で選ばせたところ，第9図のよ   
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うな結果になった。   

授業前に予習したかどうかを尋ねると第10図のような結果がえられた。  

第10図  

テキストが難しすぎて実験の原理がよく分からないといいながら，授業前の  

予習はときどきしかしないという学生が圧倒的に多い。善意に解釈すれば，難  

しすぎてよく分からないために，予習するのがいやに．なったとも考えられる。  

いずれに．しても，よく分からないところをみずから調べて分かろうとはしてい  

ないようである。また，器具が貧弱であるという不満とレポ・－ト返却の希望が  

かなりの数ある。  

4 「物理学実験」授業の問題点   

以上の調査結果をもとにして，「物理学実験」授業の問題点をいくつか指摘  

することができる。  

（1）受講学生の物理に関する興味，関心にはかなりの差がみられ，またこの  

ことも関連して予備知識に大きな差があることが考えられる。－・般教育科目と  

しての「物理学実験」は，こうした幅広い学生を対象として行わなければなら  

ないだけに，それに応じた内容，方法を十分に．検討する必要がある。予備知識  

の十分でない者に．対する補充教材，予備実験等が考慮されねばならないであろ  

う。  

（2）実験の原理や方法がよく分からなぐても，分からない点をみずから学習  

したり，質問したりすることは稀である。主体的学習を期待して質問を待つこ  

れまでの方法は根本的に見直す必要がある。主体的学習をもとに科学的，実証  

的方法の訓練をめざす「実験科目」においては，実験方法についての説明を－ 

切与えないことがあってもよいのではなかろうか。   
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（3）実験器具が貧弱であるという指摘には，目新しい器具や方法が少ないと  

いうことが含まれていると考えられる。テ・－・マや方法を現代的にすることによ  

つて，主体的学習を刺激することが検討されてよいであろう。  

（4）これまでの実験は物理量の測定を主としてきたが，履修前の学生の状況  

や授業に対する不満からみるならば，物理量の間の関係，法則を見出す，或い  

は確める実験の比重を高めることが必要であると考えられる。  

（5）テ・－マが個々に独立し，関連が少ないために，一つの実験で得られた知  

識や技術を応用する場がない。このことは，学生にとっては羅列的，平面的  

で，深みがないと受取られ，より深く探求しようとする意欲を殺くuことにもな  

るであろう。2，3の実験の間に閑適を持たせ，認識を深める方法が検討され  

ねばならない。   

（6）レポ・－ト返却の希望が多いことは，一・面では正しい答を早く知りたがる  

悪癖とも考えられるが，他面では正しい方法を身につけようとする積極的な態  

度のあらわれであるとみることもできる。、指導の一・環としてのレポ1－トの提出  

と評価は，授業形態とも関連させて再検討する必要があろう。   

これらの、問題点から，1つの改善の方向を示すことができる。実験内容は思  

いきって限定し，2，3の統一・したテ・－・でで全体の実験を組みたてること，例  

えば固体の構造，波動現象，原子の構造のように，そしてそれらに対していく  

つかの実験を積み上げて迫、つていく方法が考えられる。また，方法的には．，一 

つの実験から仮説をつくらせ，仮説の検証のための実験をみずから計画させる  

ことで，主体的学習に．導く方法が考えられる。指示された通りに定まった手順  

に従う実験のみでは，学生は受動的にならざるをえないであろう。各人の予備  

知識や問題意識によって，個々の実験の目的、方法をある程度異ならせること  

も可儲ではなかろうか。しかし，こうした方法をとる場合に．は，実験全体を一 

定の水準に維持するために，個別の指導が必要となる。このことは，例えば毎  

時のレポ・－トの点検と1つの統一テ、－マが終了した時点での面接指導によって  

もある程度可儲であると考えられる。さらに，予備知識に大きな差がある学生  

を対象とするために，それを補う教材，資料，参考図書を準備することが必要  

である。参考図書については指定図書としての利用が考えられ また教材，資   
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料については実験室に備えつけ，毎時利用できるように・しておくことが考えら  

れる。   

5 むすびにかえて   

現在の受講学生の状況を考えるならば，一一・般教育科目における「実験科目」  

の意義は開設当初に考えられていたよりもほるかに重要であり，－・般教育の目  

標を具体化する上で，棒めて有効な授業料日であると言わねばならない。そう  

した意味では，従来の「実験」授業の目的の一つに常に考えられてきた技術の  

修得や専門のための基礎知識の獲得は，むしろ完全に副次的なものとして取扱  

い，目標から思い切って取除くことが考えられてもよいのではなかろうか0   

さらに，「実験」授業が先に述べたような方向で改善されるならば，「実習」  

的要素はまさに副次的なものになり，学生の自学自習時間が大幅に増大し，そ  

の意義と学習時間数からして講義と同じ単位厳，即ち週1回半期（15週）で2  

単位が与えられて然るべきであろう。   

現在，こうした方向で，新しい「物理学実験」授業の実験内容を検討中であ  

る。この報告では，取敢えず，「物理学実験」授業における受講学生の意識調  

査の報告と授業の問題点を指摘し，その改善の方向を示した。大方のご叱正を  

仰ぎたい。   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ




